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2009 年３・１ビキニデー集会が２

月２７日～３月１日静岡市と焼津市

でひらかれました。今年は、原水協

集会・ビキニデー集会とも参加者が

多く、２０１０年 NPT再検討会議に向

けた活動の決起の集会となりました。  

長崎からは民医連２名、市従組１

名、県原水協事務局１名が参加しま

した。 

ビキニデー集会は、原水爆禁止

運動の契機となったビキニ事件を学

ぶとともに、各地の教訓を学びあい８

月の世界大会をめざす活動の運動

のスタートとなる全国決起の集会でも

あります。各県の代表団数を見て近

年最小となった長崎県代表団、スタートの立ち遅れを自戒するものとなりました。 

 

◎ 日本原水協集会 
２月２８日午後１時から日本原水

協全体集会がグランシップでひらか

れました。基調報告をおこなった高

草木事務局長は、NPT再検討会議

までの１４ケ月間のスタートとしたい

前置きして、核兵器廃絶の運動が

地球的うねりとなっているとして、

NATO の変化、オバマ大統領の誕

生、イギリス、ドイツなど元政府高官

のうごき、それに比し日本政府の情

けない態度を告発、２０１０年核兵

器廃絶の合意を勝ち取ることをよび

かけ①新署名１２００万の達成、②

被爆者援護・連帯活動、③憲法９

条と非核三原則を一体として、非核日本宣言への賛同首長、議会決議のさらなる前進、④平和行進

から世界大会、そして２０１０年 NPT再検討会議にむけた運動への決起をよびかけました。 

海外代表の発言では、広島・長崎・ビキニ事件を風化させない日本の取り組みに感謝する（アメリカ

代表）の発言が印象に残りました。草の根運動での発言では、「いま、情勢は大きく変わっている。＜署

名をもってニューヨークへ行く＞との呼びかけには、多くの賛同がある」と遺言状をおくって署名協力を

お願いしている活動（愛知）。「核兵器廃絶は国民的願い。相手を選ばず全ての人々によびかけている

と、１５０団体の訪問と２５７名の個人、過半数の自治体を訪問した経験」（徳島）や、３・１ビキニデーま

でに３１筆署名達成を全会員によびかけ、２０００筆近い署名を集めた（新婦人八王子支部）など、涙・
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感動の発言が相次ぎました。 

 

◎ 3・１ビキニデー集会 
３月１日は、焼津駅前から弘徳院まで、約１時間墓参行進の後、１３時からビキニデー集会がひら

かれました。安斎郁郎さん、大石又七さん、アバッカ・アンジャインさん、聞間元（生協きたはま診療所

長）さんなど「ビキニから広島・長崎・世界へ」のトーク。この中で、聞間医師は、久保山愛吉氏の死因

は「前例のない久保山病だ」と日米政府の公式発表を痛烈に批判、放射能の危険性を告発したのが

印象的でした。また、宗平協（宗教者平和協議会）の平和への取り組みは積極的ですが、鈴木君代さ

ん（真宗大谷派・東本願寺僧侶）がギターを弾きながら自作の歌を唄ったのも印象的でした。いま、

様々な分野の方々が核兵器廃絶・平和への思いを表現していることを見て、思想・信条、政治的立場

の違いを超えてビキニ事件から原水爆禁止運動へ発展した原点を思い知らされた集会でした。 

 

   「チャンス」を「チェンジ」へ         
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「私
た
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史
の
岐
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に
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す
。
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「
私
た
ち
は
核
兵
器
の
決
定
的
廃
絶
に
向
け
て
進
む
最
高
の
機
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
核

兵
器
の
廃
絶
は
必
要
で
あ
り
、
緊
急
で
あ
り
、
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
」（ビ
キ
ニ
デ
ー
国
際
交
流
会
議
・赤
旗
記
事
よ
り
） 
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討
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り
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大
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で
す
。
広
島
・
長
崎
・ビ
キ
ニ
事
件
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
、
半
世
紀
を
こ
え
る
私
た
ち
の
運
動
が
、
い
ま
「核
兵
器
の
な
い

世
界
」
実
現
へ
向
う
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。  

 


